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家庭ごみの注意事項について
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　町では、埋立処分場の延命化を図るため、燃え
るごみ以外のすべてのごみを手選別してリサイク
ル処理しています。平成27年４月からの『ごみ
の分け方出し方』、『ごみ収集カレンダー』は26
年度と同様ですが、下記のことに注意してごみを
出すようにご協力をお願いします。
①燃えるごみについて
　ごみの減量化のため、燃えるごみとして排出さ
れる衣類、古紙類のリサイクルを推進しています。
　衣類は燃えるごみとして回収し処分しています
が、その中にはまだまだ着られるものが多く含ま
れています。こうした古着を回収するため、平成
26年11月 24日から回収ボックスを西北五クリ
ーン社（菖蒲川字前田142の３）に設置していま
すのでご利用ください。
　古紙類（ダンボール、新聞紙、紙パック、雑誌・
雑紙）の回収ボックスも西北五クリーン社に設置
しています。特に、菓子箱、ティッシュ箱、紙袋
などの容器包装紙やメモ紙、カレンダー、リーフ
レットなどの雑紙は、古紙としてリサイクル可能
ですので分別にご協力ください。

②燃えないごみについて
　燃えないごみは、作業員が手選別しています。
燃えないごみの中には、カン、ビン、ペットボト
ルなどの資源ごみや燃えるごみが混入し選別作業
に支障をきたしています。
　特に、ペット用品（猫砂）や燃え殻は選別作業
に支障をきたすため、衛生面からも燃えるごみと
して出すようにご協力をお願いします。

③ 27 年 4 月からの収集カレンダーについて
　昨年度と同様の収集日程となります。その際、
４つの地区に分けて収集しており、４種類の収集
カレンダーがありますので、お住まいの町内の収
集カレンダーであることをご確認ください。３月
中旬に毎戸配布する『27年度ごみ収集カレンダー』
をご確認ください。※ごみ収集カレンダーは上半
期（４月から９月）と下半期（10月から３月）
の両面印刷となっています。

■お問い合わせ先
　町民生活課　くらしの窓口班（内線151）

期　日 時　間 講義内容 講　師

23日
（月）

10:30〜 10:40 開 講 式 町長　相川 正光

10:50〜 11:50

観光農園を核とした
産直、加工等への取組、
美味しいリンゴジュ
ース〜直売活動で販
路拡大、収入アップ〜

 青森観光りんご園
        川村 美紀　氏

13:00〜 16:30
（定員38名）
※申込必要

視察研修
（冬の農業、体験農業
への取組〜冬場のア
スパラガス、レタスの
ハウス栽培〜）

 中泊町薄市
 合同会社
 イネ子の畑から
　  佐藤 イネ子　氏

24日
（火）

10:20〜 11:20
「青天の霹靂」につい
て〜県産米新品種の
概要〜

 県産業技術センター
 農林総合研究所
        須藤 　充　氏

11:30〜 12:00
米価下落等に対する
経営対策〜今後の稲
作農業〜

 西北地域県民局
 農業普及振興室
        野呂 茂道　氏

13:00〜 14:00
ぶどう大粒種の導入に
ついて〜シャインマス
カットを中心に〜

 JA全農あおもり
 営農指導課
        塩谷 　彰　氏

14:10〜 15:10
水田転作に適したリ
ンドウ栽培〜鶴田町
における試験結果〜

 西北地域県民局
 農業普及振興室
        齊藤 聡子　氏

25日
（水）

  9:00〜 10:00
（直売所向け）野菜、
花き品種の特徴と栽
培のポイント　農業
に役立つ気象情報

 (有 )澁谷種苗店
 代表取締役
        澁谷 幸雄　氏

10:10〜 11:40
リンゴ新品種（赤肉品
種等）の状況と従来型
品種の特徴について

 板柳町
 産業振興公社
 りんごワーク研究所
        今　 智之　氏

11:50〜 12:00 閉 講 式 町長　相川 正光

農業大学講座開講のお知らせ

　町では農家の皆さまの生産技術向上や経営安定のた
め、各関係機関、団体の協力のもとに農業大学講座を開
講します。
●開催期日　平成27年２月23日（月）〜25日（水）
●開催場所　鶴田町農村環境改善センター「豊明館」
■お問い合わせ先
　産業観光課　農業振興班（内線293）


